
愛媛県産河内晩柑の欧州輸出
に関する取組みについて

愛媛県農林水産部農政企画局ブランド戦略課
（えひめ愛フード推進機構）

令和５年2月
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愛媛で生産された農水産物を「愛」あるブランド産品として認定
し、統一的な戦略のもと、国内外での販路開拓に取組む。

えひめ愛フード推進機構 ~概要

国内トップレベルの生産量を誇る柑橘の輸出拡大を推進

• 平成21年度の台湾・香港向け輸出
を皮切りに、東南アジア・欧米へ青果
物の輸出を拡大

➢ H27年に残留農薬基準の規制
にて台湾向け輸出が大きく減少

➢ 令和３年には輸出量100t突破

• 生産者・商社のマッチング支援、特産
物のプロモーション活動、輸出規制対
応に向けた生産者支援等に取組む

愛媛県産かんきつ輸出量の推移
(えひめ愛フード推進機構関与分)
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輸出先国の嗜好に応じて、柑橘類の品種を選定。柑橘類加工
品など幅広く特産物を輸出。

愛媛県産柑橘類の輸出

• アジア向けに温州みかん・ハウスみかん・
紅まどんな等甘い柑橘類を輸出

➢ アジア地域では酸味の強い柑橘類
はニーズがあまりない

• ゼリーやジュース、ピール（皮の砂糖漬
け）等の加工品も海外で人気

• フランス人シェフの愛媛県訪問をきっかけ
に、R3年から欧州向けに河内晩柑の輸
出に挑戦

➢ 令和4年７月に初輸出し、ドイツ・
フランス・スイスで試験販売、ＰＲ

台湾でのハウスみかん販売の様子

甘平 紅まどんな 不知火

台湾や香港等のアジアで人気のある甘みの強い柑橘



河内晩柑の特徴

◆出荷可能期間は3月下旬～7月下旬

◆愛媛県が収穫量日本一
約8,000トン（全国の約７割を生産）

◆爽やかでジューシーな果実

◆抗炎症作用や認知機能維持効果のある
オーラプテンが多く含まれている
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オーラプテンとは？

松山大学薬学部が愛媛県産柑橘の含有成
分を網羅的に解析した結果、以下を確認

◆河内晩柑の果皮に機能性成分「オーラプ
テン(AUR)」が特異的に多く含まれている

◆AURが脳内の炎症を抑制する効果（神
経細胞保護効果）を示す
高齢者の認知機能の一部である記憶力を
維持する効果を確認

◆搾汁過程で果皮から果汁に移行
※AUR濃度は、果皮：果肉＝100：1

➢ 最新の研究により、長期間、体内でくすぶり続

ける「慢性炎症」が さまざまな疾患に共通する

基盤病態となっていること判明。

➢ 松山大学薬学部では、柑橘の機能性成分に

着目して研究を行い、河内晩柑果皮に含まれ

るオーラプテンが脳に移行して、脳内で抗炎症

作用を示すことを発見。
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年 月 日 内 容

令和３年３月８日 植物防疫所に園地指定申請・登録

令和３年４月～ 残留農薬基準に適合した栽培（慣行防除の半分以下の薬剤のみ使用）

令和３年４月～10月 植物防疫所によるミカンバエのトラップ調査（回/２週間）

令和４年１月～３月 植物防疫所による生果実調査（月１回）

令和４年２月・３月 生産者向け研修会の実施（２回）

令和４年３月
欧州向けブランドネーム「Misho」及びロゴの決定（9/21商標登録）
※ロゴ等制作は、ソニーデザインコンサルティング株式会社に委託

令和４年４月
欧州向け検疫条件等を満たしたことを確認
●病害虫調査：ミカンバエの無発生を確認
●残留農薬 ：検査の結果、基準を満たしていることを確認

令和４年５月10・11日 フランス著名シェフ（フレデリック・ジョノー氏）来県（指定園地視察・生産者との交流）

令和４年７月７日 欧州でのテスト販売に向けた初輸出（植物防疫所による輸出検査）

令和４年７月21～30日
ドイツ・フランス・スイスでのPR及びテスト販売
●事業者や消費者からは、味・香りともに他にない柑橘として高い評価を得て、生果実・果汁ともに完売
●フレデリック・ジョノーシェフ等の尽力により、大手卸売業者をはじめ現地有力者との人脈を構築

欧州輸出に向けたこれまでの取組み
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所在地

• 愛南町（JAえひめ南）

面積

• 19.2アール

※来年度、面積拡大予定

収穫量

• 約5.0トン

輸出園地の概要
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欧州向けブランド戦略の構築 ~ネーミング・ロゴの作成
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欧州向けブランド戦略の構築 ~ブランドイメージ
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欧州向けブランド戦略の構築 ~こん包材等のデザイン
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令和４年５月11日 日本農業新聞

収穫期によって味が変わる河内晩柑にシェフが興味を持ち、生
果及び果汁の輸出の大きなきっかけに。

具体的な取組み ~フランス人シェフの来県
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①植物防疫所職員による目視確認

②次亜塩素酸ナトリウム浸漬

③風乾

④再選果・手拭き

⑤こん包

⑥植物検疫証明書発行

具体的な取組み ~輸出検査①
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令和４年７月８日 愛媛新聞

具体的な取組み ~輸出検査②

• R4年7月に欧州輸出の登録園地で
収穫された河内晩柑が検査・梱包

➢ 植物防疫所の職員により、着
色異常や害虫の有無を確認

➢ EUの規定に応じた殺菌工程を
経て輸出用資材に梱包

• 同月末に県と町の職員が輸出先に
出向き、現地での関係者へのPRや
小売でのテスト販売を実施
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令和４年８月23日 日本農業新聞

具体的な取組み ~欧州でのテスト販売・PR
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• ドイツ最大級の日系小売店との生果実及び果汁の継続的な取引。

• 現地卸売業者とのつながりの構築。

ドイツ（デュッセルトルフなど）

• フランス人シェフの人脈を活用して、高級レストラン等への販路を開拓し、欧州市場での知名度向上及びブランド化を図る。

•関係構築済みのランジス市場の卸売業者との継続的な取引（果実）。

• 日系小売店等への販路の拡大。

フランス（パリ）

• スイス最大級の日系小売店との生果実及び果汁の継続的な取引。

•関係構築済みの卸売業者との継続的な取引（果実・果汁）。

• 果実の海上輸送試験。

スイス（チューリッヒ、ジュネーブ）

• フランス及びスイスの現地卸業者の招へい。

• 輸出園地の拡大、生産者の掘り起こし。

• 残留農薬試験、腐敗対策試験

国内・その他

今後の方針
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ご清聴ありがとうございました
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